
団体名： 渥美商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 205.2 ％） （達成度 105.0 ％） Ａ Ｃ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 98.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 87.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 - ％） （達成度 ％） － － 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

- － 廃止

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

巡回窓口業務およびセミ
ナーや公式ＬＩＮＥ等を
通じて、各種制度の情報
提供を図ることで、小規
模事業者の多様化する課
題やニーズに対してワン
ストップで対応。
事業再構築補助金や持続
化補助金の申請相談も多
く、小規模事業者の事業
計画策定の必要性を気づ
かせ経営力向上へと繋げ
ることができた。
また、コロナ対策の緩和
を目前に課題解決を積極
的に取り組む事業者が目
立ち、事業継続に向けた
伴走支援により課題解決
へと繋げることができ
た。

実績
数値

21

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導

商工会の職員が、個人事業
主等を対象に正しい記帳方
法や決算等の指導を行い、
適正な税務申告と経理の自
計化や計数管理による経営
力の向上を支援する。

事業を進めていく上で、
日々の記帳の重要さについ
て理解していただくととも
に、決算・申告に結びつく
指導を行った。
　指導対象事業者数８１件
　指導日数　７３６日
　指導回数　７７１回

小規模事業者

指標

指導対象事業者数

指標

目標
数値

600
実績
数値

1231
目標
数値

20

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

昨年に続き公式Ｌ
ＩＮＥやホーム
ページを通じた情
報配信を中心に小
規模事業者と情報
共有していく。そ
のため、引き続き
公式ＬＩＮＥの登
録者数を増やして
いく。また、専門
家派遣の活用や地
元金融機関との連
携による金融支援
を始め、経営革新
等の認定支援機関
として各種制度支
援を目指す。

巡回・窓口相談指
導事業

経営指導員等が小規模零細
企業を中心とした事業所の
経営指導や支援などを実
施。
コロナ関連相談、融資等の
金融相談、従業員や企業規
則等の労務相談、申告時期
の税務相談など、経営全般
について様々な相談への対
応をすることにより健全な
企業の育成と伴走支援を図
る。窓口指導についても、
今まで以上に門戸を広げ、
経営改善に資する指導を行
う。

・巡回窓口指導実企業数
　　273企業
（内、非会員15企業
　　　　 創業3企業）

・巡回窓口指導延件数
　　1,231件
（内、非会員74件
　　　　創業13件）

・課題解決提案件数21件

・経営革新承認件数１件

講習会事業

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な経営・金融・
税務・経理・労働・情報化
等の知識習得や時事的な問
題についての啓蒙を図り、
小規模事業者が抱える経営
上の問題点に対応する実務
的な講習会及び個別指導会
を開催する。

集団　経営一般５回４４人
　

個別　労働１回２人
　　　金融１回２人
　　　税務１８回１４２人 小規模事業者

指標

講習会参加者数

自主申告納税制度
への理解を深め、
正しい記帳・申告
を推進し、経営力
の向上を支援して
いく。

目標
数値

82
実績
数値

81
目標
数値

実績
数値

年間を通しての記帳指導
と源泉・年調・決算申告
の指導を通し、申告納税
制度への理解と正しい記
帳による正しい申告の重
要性を認識してもらえ
た。
また、ｅ－Ｔａｘによる
電子申告も多くの事業主
がその利便性を認識し、
理解が深められた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

祭典事業（仮称：
あつみまつり）

地域住民の賑わいやふれあ
いを通じて「まち」の活性
化を図るとともに、今後の
地場の産業発展と経済循環
のため、コロナ対策を図り
つつ「あつみまつり（仮
称）」を開催し、地域の内
側から「まち」の元気を促
進する。

コロナ感染防止対策が困難
と判断し、本年度も中止と
した。

商工業者

指標

笑店街参加企業数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

適宜ニーズにあっ
た内容及び時期を
思案し開催する。

目標
数値

218
実績
数値

190
目標
数値

指標

小規模事業者の経営等に
於いて、必要とされる事
項を開催することがで
き、受講者の資質の向上
を図ることができた。個
別指導では専門家より指
導を受けられ課題解決へ
と繋がり、経営計画に前
向きな姿勢をとれるよう
になった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

商工会がイベント
を主催するのでは
なく、商工業者が
主体的に開催する
マルシェ等での販
促および経営支援
などを実施してい
きたい。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
による中
止のため
評価なし目標

数値
20

実績
数値

－
目標
数値

指標

大規模なイベント形式で
の開催はしばらく難しい
状況であることから、市
内などでマルシェ形式に
よるキッチンカーなどに
よる小規模なイベントが
定着してきている。商工
会としては出店者の経営
支援を実施し販売促進に
繋げることができた。

総
合
評
価

-

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 渥美商工会

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 93.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｃ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｃ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｃ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 54.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｃ 廃止

地域振興事業（貝
づくし渥美事業）

渥美半島の観光資源を活か
した物産品開発や観光サー
ビスについて調査・研究・
開発を行った結果、渥美の
観光食材づくりの位置づけ
として、「貝」を取り上
げ、平成２１年２月１４日
を皮切りに「貝づくし渥
美」をスタート。内容は、
渥美地区全域に「貝」を浸
透させ、「貝づくし渥美」
を根付かせ、観光客へ「貝
づくし渥美」をＰＲし活気
ある観光地への位置づけを
目的とする。

協力店全体会議等　４回
イベント参加特産品出展３
回
４月８日貝の日の実施
４８キャンペーン応募受付
（11/1～11/30デジタル応
募）
スタンプラリーの実施
（2/1～3/31）
渥美半島たはらブランド認
定
・渥美あさりの押し寿司
・大あさり半平太
渥美半島菜の花まつり協賛
参加
・加入件数１５件

飲食店、宿泊
施設を中心と
した商工業者

指標
観光資源
である貝
の漁獲量
が減少し
た状態が
続き、ど
のように
ＰＲすべ
きか課題
解決策を
検討す
る。

目標
数値

16
実績
数値

15
目標
数値

加入件数及び構成員数

指標

スタンプラリーの実施に
より、普段来店されない
観光客等の集客成果が得
られ参加店舗の経営意欲
の向上を図ることができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

商工業振興事業
（ポイントカード
等推進事業）

ポイントカード事業の推進
により、顧客確保、商圏内
からの購買力の流出防止や
大型店対策を図り、商工業
者の発展及び地域産業の活
性化を図る。

販売促進並びに消費者サー
ビスを目的として、カード
事業の宣伝活動及び共同売
出し、キャッシュレス現金
チャージ等のイベントを開
催。

折込チラシ１７回
販売促進イベント回数２０
回

事業加盟店

指標

販売促進イベント回数

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

行政・漁業組合等
と連携を図り、貝
の需要と供給のバ
ランスを認識しな
がら、渥美半島で
採れる貝のおいし
さをＰＲすること
で店舗の集客へと
繋がるイベントを
企画する。

観光振興事業（ク
リーン事業）

地域小規模事業者が一団と
なって、渥美半島＝観光地
という認識を高め、お客様
を迎える体制作りをする為
にも、観光地にとって大き
な比重を占める清潔度を取
り上げ、小規模事業者によ
る渥美半島クリーン事業を
行う。

新型コロナウイルス感染症
感染防止の観点より、従来
の一堂に会し一点を重点的
に清掃することから、事業
所がそれぞれ事業所周りの
清掃をすることに変更。結
果、きれいな渥美半島のイ
メージへと繋がり、魅力あ
る観光地へと形成された。
開催期間
令和４年６月１０日
　　　　　～１６日
参加事業所　９件
参加者数　５４人

商工業者、ボ
ランティア

指標

参加者数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

田原カードと連携
し、イベントがマ
ンネリ化しないよ
うに常にイベント
内容を精査し、加
盟店の負担になら
ない、簡単で誰も
が楽しめるイベン
トを模索する。
また、チャージ金
を失効させないよ
う、利用者や加盟
店へ周知し、消費
者の満足度向上を
目指す。

チャージ
金の有効
期限
（6ヵ
月）が満
足度を下
げている
主な要因
だが、許
認可の関
係上改善
は難しい
ため、明
確なＰＲ
方法を検
討し対応
する。

目標
数値

20
実績
数値

20
目標
数値

指標

隣接する地域のカード事
業と共同でイベントや店
舗情報を消費者へアピー
ルすることによるスケー
ルメリットを感じられ、
新規顧客の確保・購買力
の流出防止に繋げること
ができた。
キャッシュレス決済の利
便性が徐々に浸透し、加
盟店利用者が増えてき
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

今後は商工会がイ
ベントを主催・開
催するのではな
く、市・地域・事
業所等が自主的に
実施する清掃事業
の支援を行ってい
く。

目標
数値

100
実績
数値

54
目標
数値

指標

渥美半島（伊良湖岬）は
観光地であるという認識
を高め、企業が協力し
合って、観光客を迎える
体制作りができ、「綺麗
な渥美半島（観光地）」
のイメージを形成するこ
とができた。また「ごみ
を拾うことより捨てない
心・捨てさせない心を養
う」ことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 渥美商工会

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 81.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｃ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｃ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 135.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｃ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 94.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

人材育成事業（外
国人実習生受入事
業）

外国人技能実習生受入企業
の活性化と国際貢献を目的
として、外国から意欲ある
優秀な若者を受け入れ、わ
が国の優れた「技術･技能･
知識」を職場で実際に作業
をしながら習得し、帰国後
に母国の産業振興に寄与で
きる人材の育成を図る。

新規受入人数 ９人
企業巡回２４回
技能検定試験の実施

渥美商工会会
員

指標

技能実習生新規受入人数

青年部事業 青年部員間での交流や社会
福祉を通じて地域との関わ
りを持つことにより、地域
社会の発展に寄与する。

研修会およびコミュニ
ティー活動の開催、及び地
域活性化事業等の本会事業
への参加。また、随時、常
任委員会を開催。

青年部事業回数　５４回
青年部員

指標

事業の開催回数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

新たな受け入れ企
業の発掘に努め
る。

外国人実
習生の失
踪、業務
の慣れか
ら来る実
習実施姿
勢の悪化
が満足度
低下の要
因となっ
ている。
送出し機
関通訳を
通じ、き
め細かな
サポート
を実施し
ていく。

目標
数値

11
実績
数値

9
目標
数値

指標

小規模事業者の慢性的な
人材不足が、技能実習生
の受け入れを行うことで
安定的な人材を確保し生
産活動を維持継続が可能
となっている。

総
合
評
価

Ｃ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

女性部事業 女性部員間での交流や社会
福祉を通じて地域との関わ
りを持つことにより、地域
社会の発展に寄与する。

コミュニティー活動の開
催、及び視察研修等の企
画、立案等。また、随時、
常任委員会を開催。

女性部事業回数　１６回
女性部員

指標

事業の開催回数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

部員の年齢卒業等
で部員数は減少傾
向にある。部員に
よる声掛け、新入
会員候補者を青年
部事業に招待する
等、会員増強に繋
げる。また新規事
業を企画・開催
し、青年部員資質
の向上を図る。

目標
数値

40
実績
数値

54
目標
数値

指標

青年部事業を通して、地
域リーダーの後継者を育
成し、同世代の仲間との
交流や各種事業実施の経
験をする過程において自
分を磨き、企業及び地域
の後継者としての知識の
習得や人格形成ができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

労働保険事業

事業主等の委託を受けて、
事業主に代わって労働保険
料の申告納付その他労働保
険に関する各種の届出等の
事務手続を行うことによ
り、中小事業主の事務処理
の負担を軽減し、労働保険
の適用促進及び労働保険料
の適正な徴収を図る。

算定基礎賃金報告書に基づ
き労働保険料の申告・納付
（３期）。
労働保険に関する各種届出
の事務手続。
巡回・窓口指導など従業員
把握とともに、加入促進。
　
委託事業所数　５０件

従業員を雇用
している商工

業者

指標

委託事業所数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

部員の高齢化と事
業の廃業等による
部員数は減少傾向
にある。魅力ある
企画と事業を充実
させ部員増強に繋
げたい。

目標
数値

20
実績
数値

16
目標
数値

指標

経営への参画、経営に必
要な知識の習得の他、市
場動向(感染症対策）を
考慮した各種事業等への
企画・立案を通じて他業
種間の交流と自己啓発が
図られた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

新規加入もある
が、それ以上に廃
業や労働者不在に
よる委託解除が多
かった。純増を目
指して事務組合制
度のＰＲを継続的
にすることと共
に、労働保険加入
者の掘り起こしを
して事務組合への
加入促進を図りた
い。

目標
数値

53
実績
数値

50
目標
数値

指標

労働保険料の納入を始
め、各種事務手続きを代
行することで、商工業者
の事務の負担軽減が図れ
た。また、労働保険相談
窓口として対応でき、企
業の適正な労働保険業務
に繋がった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。



団体名： 渥美商工会

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 135.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 925.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｃ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

税務関係団体指導
事業（法人会事
業）

法人会の税務支援・地域貢
献の活動をサポートし、事
業運営に協力することによ
り、国・地方公共団体、地
域社会への貢献や発展のた
めの一助となり、ひいて
は、商工業の活性化に資す
る。

法人会本部及び関係団体と
の情報交換や連携を密にし
組織強化を図った。

本部事業　１８回
支部事業　９回

法人会会員

指標

各種事業の回数

税務関係団体指導
事業（青申会事
業）

青色申告会等の税務支援団
体・地域貢献団体の活動を
サポートし、事業運営に協
力することにより、国・地
方公共団体、地域社会への
貢献や発展のための一助と
なり、ひいては、商工業の
活性化に資する。

源泉徴収事務、年末調整事
務、決算・確定申告事務の
指導会、税務研修会を開
催。
連合会及び関係団体との情
報交換や連携を密にし組織
強化を図った。

　役員会等　５回
　税務指導会　１８回
　管内事業への出席　５回
　関係団体への出席　０回

青色申告会会
員

指標

各種事業の回数

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

従来の感染防止対
策を図りつつ通常
の事業活動を柔軟
に実施すると共
に、会員に向けた
税の啓発を図る事
業や社会貢献事業
を実施していく。

新型コロ
ナウイル
ス感染症
により一
部事業中
止

目標
数値

20
実績
数値

27
目標
数値

指標

支部事業を実施すること
で、地元経営者への税務
の啓発を図った。その他
にセミナーの開催、管内
の小学校新一年生への
「れんらくちょう」を配
布し、法人会活動のＰＲ
を図った。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

若手後継者等育成
事業

若手後継者である青年部員
が、地域経済の発展（マク
ロ）と小規模事業者の持続
的な発展（ミクロ）の両面
から、その課題解決に向け
た取り組みを行うことで、
地域経済の中心を担ってい
く者としての資質の向上を
目的とする。

鳥羽伊良湖観光交流事業
　第１回
　　応募期間　７月１７日
　　　　　～１０月３１日
　　応募数：４１０通

　第２回
　　応募期間１２月１９日
　　　　　　～３月１９日
　　応募数：５１５通

鳥羽伊良湖アゲアゲ超感謝
祭
　開催日３月１８日（土）
　食べ比べ対決参加者数
　　　　　　　：４１７人

一般参加者
小規模事業者

指標

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

自主記帳・申告納
税が浸透してきた
が、青色申告のメ
リットである65万
円控除の要因とな
る複式帳簿を作成
している会員が少
ない。会計ソフト
等を利用した複式
帳簿作成を推進
し、会員の記帳能
力向上に努めた
い。

目標
数値

35
実績
数値

28
目標
数値

指標

所得税を中心とした、源
泉や年末調整、決算書作
成及び消費税等、年間を
とおしての指導会の開催
により会員の方の税知識
の向上を図るとともに、
実際の申告等の業務にお
いても円滑な処理を行う
ことが出来た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

目標
数値

100
実績
数値

925
目標
数値

友情クイズ応募者数

指標

広域的な連携を行うこと
で、田原市の魅力的な地
域資源をより広くＰＲ
し、地元客はもちろん、
観光客の取り込みができ
た。
青年部員が地域経済の問
題に対し常に意識を持つ
感覚を養い、解決に向け
た経験を得ることで、地
域経済の中心を担ってい
く者としての資質の向上
を図ることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事

業

者

へ

の

調

査

結

果

鳥羽伊良湖航路で
繋がっている鳥羽
市、鳥羽商工会議
所青年部との交流
を再構築し、交通
機関である伊勢湾
フェリー乗船客の
増加を目的とした
企画を実施する。
お祭りイベントの
実施を再考し、持
続的に実施可能な
企画を考えていき
たい。

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付すこと。


